
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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１月のとある日、戸隠神社奥社に続く「随
神門」の屋根には１メートルほどの雪。
その門をくぐると、天然記念物にも指
定されている樹齢400年を超える杉並木
が続いています。ふと振り返ると、小
雪がちらつく中、色とりどりの服装の
人々で行列ができています。驚くこと
に人々の９割は外国人で、その多くは
若者です。パワースポットと言われて
久しい戸隠神社。現在はインバウンド
の聖地になっているようです。

長野市戸隠
戸隠神社随神門
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　「北信地区の景気を、どのように感じているか」
を聞きました。
　全産業で見ると、「良い」（2.9％）と「やや良い」
（59.0％）を合わせた［良い］は61.9％、｢やや悪い」
（4.8％）と｢悪い」（０％）を合わせた［悪い］は4.8％、
「どちらともいえない」は29.0％でした。［良い］から
［悪い］を引いた北信地区景気判断ＤＩは＋57.1とな
り、昨年同期（▲22.5）に比べ79.6㌽の大幅改善と
なりました。

　従業員規模で見ると、30人未満のＤＩ＋52.3（［良
い］58.2％・［悪い］5.9％）に対して、30人以上のＤ
Ｉは＋69.1（［良い］70.9％・［悪い］1.8％）となりまし
た。
   ◇４業種
　製造業　景気判断ＤＩは＋53.0（［良い］61.8％、
［悪い］8.8％）で、30人未満が＋40.5、30人以上が＋
73.1です。
　建設業　景気判断ＤＩは＋55.1（［良い］56.5％、
［悪い］1.4％）で、30人未満が＋53.5、30人以上が＋
63.6です。
　卸小売業　景気判断ＤＩは＋57.5（［良い］62.5％、
［悪い］5.0％）で、30人未満が＋51.5、30人以上が＋
77.8です。

　サービス業　景気判断ＤＩは＋69.8（［良い］72.8
％、［悪い］3.0％）で、30人未満が＋72.7、30人以
上が＋63.6です。

　「自社の業況が上向く転換点は、いつ頃になる
と見通しているか」を聞きました。
　全産業で見ると、「すでに上向いている」が9.5
％、「６カ月以内」は18.1％、「１年後」が12.4％、
「２年後」が2.9％、「３年超」が3.3％、「上向きは困
難」が2.9％、「業況改善の時期は分からない」は
47.1％となりました。
　従業員規模で見ると、「すでに上向いている」
は、30人未満の7.2％に対して30人以上は15.8％と
なり、30人以上の方が8.6㌽高い結果となりまし
た。逆に「６カ月以内」「１年後」は、30人以上の方
がそれぞれ8.0㌽、7.0㌽低い結果となりました。

◇４業種
　製造業　「６カ月以内」（22.1％）が他業種に比べ
最も高くなりました。他方「業況改善の時期は分か
らない」（41.2％）は他業種に比べ最も低くなってい
ます。
　建設業　「３年超」（7.2％）は他業種に比べ最も高
くなりました。
　卸小売業　「上向きは困難」（7.5％）、「業況改善
の時期は分からない」（62.5％）は他業種に比べ最も
高くなりました。他方「すでに上向いている」「１
年後」（ともに5.0％）、「２年後」（2.5％）は他業種に
比べ最も低くなっています。
　サービス業　「すでに上向いている」（18.2％）、
「１年後」（15.2％）、「２年後」（3.0％）は他業種に比
べ最も高くなりました。他方「６カ月以内」（12.1
％）、「３年超」「上向きは困難」（ともに０％）は他
業種に比べ最も低くなっています。

◇次号は「業界の市場の将来性」と
　　　 「重点的に取り組みたい経営課題」を予定
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アンケート
2025年の経営見通し ②

2024年１２月調査

北信地区の景気判断

自社の業況が上向く転換点

●「北信地区の景気」を、どのように感じているか（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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●自社の「業況が上向く転換点」は、いつ頃になると見通しているか（％）

すでに
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6ヵ月以内
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２年後

３年超

上向きは困難

業況改善の
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分からない

無回答

＋57.1  ［良い］61.9％ ［悪い］4.8％
「改善の時期は分からない」47.1％
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インタビュー 変革期の経営ビジョン
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●創業の経緯をお聞きします…
　私の父・吉原実根男（現・会長）が、帆布製品
製造業を生業としている小諸市内の会社で修行
して、1985（昭和60）年、長野市信州新町に帰
郷。個人で「吉原シート内装」を創業したのが始
まりです。
　その後、1989（平成元）年に、㈲ヨシテンキャン
バスとして法人設立。2008（平成20）年に長野市安
茂里小市に移転して、株式会社に組織変更しまし
た。2021（令和3）年に展示スペースを併設した自
社縫製工場を大豆島に移転開業しました。
●社長になられた経緯をお聞きします…
　私は学校を卒業後、ものづくりが好きだった
ことと父の薦めもあり、長野市内の内装会社に
入社しました。そのときは、父の会社を継ぐこ
とは考えていませんでしたが、３年が経った頃
に父から「そろそろ戻らないか？」との話があ
り、2000（平成12）年に当社に入社、その後、
2013（平成25）年に取締役に就任、2021（令和3）
年、大豆島への移転と同時に代表取締役に就任
しました。
●業務の概要をお聞きします…
　業務は多岐にわたっており、大きいものだと
テント倉庫や店舗のテント、身近な物だと椅子
の生地張替え業務があげられます。お客様のニ
ーズに合わせた素材の提案、設計、設置にいた
るまでを一貫で行っていますので、安心してご
利用いただいています。これらに付随して鳥
害・虫害対策用ネットの製作や、最近ではボル
ダリングなどを主軸としたセーフティーマット

の製作も手掛け、全国のジムや個人のお客様に
ご提供しています。
　テントやシートを含めた製造業務はお客様の
要望を細かくお聞きすることから始まります。
したがって“オーダーメイド”が基本ですので、
取り付け場所で調査・測量した後は設計を行
い、場合によってはイラストイメージで確認し
ていただきます。その設計に基づき、さまざま
な種類の生地を取り揃えた専用工場で最も適切
な生地を提案して、１級技能士資格を持つ職人
が製作・加工を行います。大豆島に移転した翌
年にはテント業務に欠かせない鉄骨加工業務を
内製化するため、新たに鉄骨加工工場を設けて
自社で加工し製品化までを行うようにしました。
これにより、自社での一貫生産・施工が増強さ
れ、より様々なお客さまの要望に応えられる態
勢が整いました。一貫生産・施工できるのは長
野市内では当社だけだと思います。
　私は人との繋がりを大事にしています。父の
時代はどちらかといえば加工や施工技術が評価
され色々な業者さんから仕事依頼がありました
が、どうしてもエンドユーザーさんと直接話せ
る機会が少なく、最良の提案が出来ているのか
不安がありました。
　入社してから入会した長野青年会議所やテン
トシート装飾組合に顔を出すようになり、自社
のことだけでなく地域のことや業界全体のこと
を利害関係なく議論することで、横の繋がりも
増えました。同時に今まで接する機会のなかっ
た様々な業種の友ができ、経営のヒントや刺激
をもらっています。現在では直接的な提案によ
る受注も増えて、機能も重視したオーダーメイ
ド製品としてのご提供、それが当社の強みにな
っています。また、当社の社員年齢は20～40歳
代が多く、志の高い意見を言ってくれるので、
その中からのアイデアも日々の業務に活かすよ
うにしています。

●今後の方針や夢をお聞きします…
　当社の仕事は、普段生活していく中でさまざ
まな困りごとから「防ぐ」をご提案ご提供するこ
とだと思っています。分かりやすく言えばマッ
トはケガを防ぐためのものです。また、近年で
は温暖化の影響で特に夏の気温が上昇している
ので、店舗・工場内の働く環境や子供たちの屋
外活動などの環境を日除けや遮熱シートを利用
して熱から防ぎます。店舗・工場・事務所内の
シート間仕切りなどで暑さ寒さを分断し冷暖房
費を抑えたりするケースも増えています。害虫
や鳥の糞害からの被害を防ぐ防虫・防鳥対策ネ
ットの需要も増えつつあります。
　取り組んでいる業務の殆どが皆さんの生活に
直結しています。今後も普段の何気ない困りご
とから様々な提案をしていきたいと思います。

ニッチな業界ではあるかもしれませんが、もっ
とテント・シートの特性を知ってもらい、時代
に合わせた生活のお役にたてる企業になれるよ
うに邁進していきます。

一枚の布から「ちょうど
いい」を形にしています

 応接室

 事務所外観

 鉄骨加工工場

 生地の縫製工場

●事業の概要
創　業　1985（昭和60）年
資本金　500万円
代表者　吉原進太郎
従業員　10名（男７名・女３名）
業　務　繊維品製造業
事業所　長野県長野市大豆島5959-3
U R L　https://yoshiten.jp/
●沿革
1985（昭和60）年　吉原実根男が個人で創業
1989（平成元）年　㈲ヨシテンキャンバス設立
2008（平成20）年　長野市安茂里小市に移転
2008（平成20）年　株式会社に組織変更
2021（令和３）年　長野市大豆島に移転
2021（令和３）年　吉原進太郎が代表取締役に就任

株式会社 ヨシテンキャンバス
代表取締役　吉原　進太郎さん
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　この図は、明治10年（1877）代に作られた「上高
井郡小布施村」の図の主要部分です。高井郡は、
明治12年（1879）１月に上高井郡と下高井郡に分割
されたので、この図はその後に作られたことが分
かります。上が南、下が北です。中央の丁字路に
「標柱」があって、そこから右下と左下に細い直線
が延びています。これは山の方角を示しています。
右下は飯縄山の方角、左下は高社山の方角です。
小布施町ができるまで
　この小布施村は、現在の小布施町大字小布施と
なっている地域です。この村は、明治22年（1889）
年に周囲の６村と合併して、新たな小布施村とな

（35）小布施

りました。そしてこの小布施村は、戦後の昭和29
年（1954）２月に小布施町となりました。同年11月
には東側にあった都住村を合併して、現在の小布
施町が出来上がりました。
　長野県には77の市町村がありますが、その中で
小布施町が最も面積が狭いことは、ほとんど知ら
れていません。わずか19㎢余で、長野市の２パー
セントしかありません。小川村の面積の３分の１
にも満たないのです。それにもかかわらず存在感
があるのは、名産の栗や、葛飾北斎との関係を宣
伝して、観光客の招致に成功しているからでしょ
う。

洪水に苦しんだ歴史
　この図を見ると、右上に
「福原村」（小布施町大字福原）
が湾のように大きく入り込ん
でいます。またこの図ではカ
ットされていますが、右下（北
西）に遠く離れて、千曲川の
両岸に小布施村の飛び地があ
ります。現在でも国道18号
（アップルライン）の豊野交差
点から浅川の橋までの間は小
布施町大字小布施なのですが、
小布施橋を渡った小布施橋東
交差点付近は小布施町大字山
王島です。このように旧小布施村が複雑な形をし
ているのは、千曲川と松川の氾濫に苦しんできた
歴史を物語っているのでしょう。
　小布施は須坂市との間を流れる松川の扇状地に
あって、その氾濫に悩まされてきました。しかし
江戸時代初期に「千両堤」と呼ばれる堤防を築くな
どして松川の治水に成功すると、ようやく現在の
小布施につながる町づくりが始まりました。
交通の要地
　小布施の山沿いには、岩松院、浄光寺といった
古い寺院があります。中世の道は山沿いを通って
いたのでしょう。江戸時代に入ると、こうした道
に代わって図を南北に貫く街道が造られました。
これが千曲川の右岸を通る谷街道で、現在は国道
403号となっています。またその支道の谷脇街道
が西から来て、丁字路となっています。
　こうした交通の要地に、谷街道沿いに上町、中
町、伊勢町が、谷脇街道沿いに横町が形成されま
した。図をよく見ると家々が点で示されていて、
街道沿いに家々が建ち並ぶ、いわゆる街村になっ
ていることが分かります。また中町と伊勢町の間
は直線ではなく、小さなクランクになっていま
す。こうしたクランクは宿場町や城下町でよく見
られるもので、これも計画的に町づくりが行われ
た結果なのかもしれません。現在も、安市が行わ
れる皇大神社前付近で、道がゆるやかなクランク
になっています。
六斎市
　小布施の町では商業が盛んになり、六斎市が行

われました。六斎市というのは月に６回行われる
市で、小布施の場合は毎月３日、８日、13日、18
日、23日、28日に行われました。小布施町は現在
もその伝統を大切にしていて、「小布施六斎市」は
毎年秋に行われるイベントの名称となっていま
す。もっともこうした市は各地にあって、須坂や
中野は九斎市でしたし、長野の善光寺門前では十
二斎市が行われていました。
小布施の栗
　松川の扇状地にある小布施は水田の開発が難し
く、土地に適した作物として栗の栽培が盛んにな
りました。「林」「親木」といった字名も、栗林と関
係があるとされています。「林」には松代藩の栗の
「御林」があって、栽培された栗が藩を通して幕府
にも献上されました。
　栗菓子は、文化年間（1804～17）に中町の塩屋桜
井幾右衛門が栗落雁を製造したことに始まると伝
えられています。加賀藩が進物に用いたことから
知られるようになったといいます。
高井鴻山
　小布施の商業が発展するにしたがって、豪商が
生まれました。その一人で自らも絵を得意とした
高井鴻山（1806～83）は、葛飾北斎を小布施に招い
たことで知られています。北斎は天保13年（1842）
以降、何度も小布施を訪れ、町の屋台の天井絵
や、岩松院の天井絵などを手掛けました。慶応元
年（1865）には、絵師の河鍋暁斎（1831～89）が鴻山
のもとに滞在しています。
３月号は「長野市若里」の予定です。

北信濃 明治時代の風景

高井鴻山記念館に残る鴻山の書斎翛然楼

「上高井郡小布施村」の図（長野県立歴史館蔵）
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